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植物はどのようなメカニズムで多様な代謝物を産生しているのでしょうか？一緒に解明していきましょう。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　分子生物学・生化学・天然物化学・分析化学・遺伝子配列解析・多変量解析などに関する知識、もしくはそれらを学習したいと考え
ている方。もしくは、論理パズルを組み立てるのが好きな方、新しいものを発見したい方。

研究室の指導方針
　研究室の指導方針として私たちが重要視している点は、１）学生の皆さん自身が研究内容に興味・自主性をもって研究に没頭できる
ように指導すること、２）将来、社会において共同作業などにおいて人とのつながりを築ける人材を育てること、３）科学分野におけ
る一般的な情報処理能力、柔軟な論理的思考による計画設計、データ評価と問題対処法の習得です。これらの点は研究のみならず仕
事全般に非常に重要であると考えているため、自身でどのように問題点があることに気づいて対処法を見出すかの自己評価の訓練の指
導を心がけています。
　この研究で身につく能力
　皆さんが希望する研究内容にもよりますが、スキルとして習得可能なものは、遺伝子発現解析や形質転換技術を含む分子生物学実験、
質量分析などの分析化学技術、ゲノムデータ、大量の代謝物変動データや網羅的遺伝子発現データなどを用いた多変量解析手法など
です。また、一緒に研究をすすめていく上で、皆さんの自主性の成長と自己管理の向上を重要視していますので、自己管理能力の向上
も見込めると考えています。また、将来社会で新たに得た知識と融合・展開して新しいものを生み出せる能力の習得を目指しアドバイス
していきたいと考えています。

修了生の活躍の場
　第一期修了生は食品や化粧品分野の会社に就職しました。私たちは奈良先端科学技術大学院大学で学んだことを生かして、将来活
躍できるような人材の育成を目指して指導を行っています。

研究内容
　植物二次代謝物は、様々な生物活性を有する有用化合物群であることが知られています。現在までに100種類以上の植物種につい
てゲノム配列の解読が完了していますが、産生される二次代謝物の化学構造とその制御機構は非常に複雑で、遺伝子やタンパク質の配
列情報から予測するのは困難です。また、ストレス時にのみ産生される代謝物や特定の器官にのみ産生されるもの、また同じ植物種内
での自然変異遺伝子多型の違いにより産生される代謝物を含めた生合成経路の全体像については、ほとんど明らかとなっていません。
　私たちの研究室では、ゲノム配列の解読が完了もしくは遂行されているモデル植物・作物や薬用植物を対象に、様々な器官や近縁
種および自然変異体コレクションについて、質量分析計などを用いて代謝物を詳細に解析し、得られた情報をもとに生合成経路の
全体像を解明しています。さらに、トランスクリプト－ム解析、ネットワ－ク解析、量的形質座位（QTL）解析やゲノムワイド関連解
析（GWAS）などを用いてオミクス統合解析を行い、新規遺伝子機能の解明を目的とした機能ゲノミクスを行い、代謝物産生に関わ
る鍵遺伝の特定を行っています。また、一次代謝物についても解析を行い、複雑な代謝経路ネットワ－クをシステムとして総合的に理
解する研究にも取り組んでいます。また、植物二次代謝物の構造多様性を生み出す要因となっている遺伝子群の多くは、新機能分化

（neofunctionalization）領域と呼ばれる比較的最近の進化過程で発生したゲノム領域由来であると考えられています。この様なゲノ
ム領域に着目し、シンテニ－を利用した種間比較解析を行うことで、より効率的に有用機能遺伝子を発見できると考えています。また、
生合成経路の発生と種分化との関連性、および植物種の進化過程の軌跡の解明に着目した研究にも取り組んでいます。

研究設備
　一般分子生物学的実験設備・HPLC質量分析計など
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